
※�京都市内に居住、通勤または通学する方、2026年京都モダン建築祭パスポート保有者
（全券種対象）を対象とさせていただきます。（同伴不可）
※当選者のみ、11月6日（金）までに、当選のお知らせはがきを発送します。
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京都・プラハ姉妹都市提携３０周年を記念して、
全席ご招待いたします。(要申込・多数抽選・全席自由) 
● 申 込 方 法 ： 京都いつでもコールへ電話、ＦＡＸまたは申込フォームにてお申し込みください。

　　　     　TEL ： 075-661-3755　FAX ： 075-661-5855
　　　     　　 申込フォーム ： 右の二次元コードから
● 必 要 事 項 ： 郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、電話番号
● 申 込 期 間 ： 令和8年10月7日（水）～10月28日（水）

申込フォーム

プラハと京都の建築
 ―チェコ・キュビスムから現代建築思想へ

登壇者
立命館大学グローバル教養学部

チャプコヴァー・ヘレナ准教授

京都工芸繊維大学未来デザイン・工学機構

木内 俊克特任准教授

京都大学工学部建築学科 

平田 晃久教授

主催：京都・プラハ姉妹都市提携30周年記念事業実行委員会
共催：京都市
協力：京都モダン建築祭実行委員会

令和8年

11月29日日　
14：30開演（13：30開場）
京都市京セラ美術館
光の広間
〒606-8344 京都市左京区岡崎円勝寺町124
市バス「岡崎公園 美術館・平安神宮前」下車すぐ
地下鉄東西線「三条京阪」駅下車　徒歩8分
※お出かけの際は、便利な市バス・地下鉄をご利用ください。

入場無料
定員 110 名

京都・プラハ姉妹都市提携30周年記念



プラハと京都の建築 
―チェコ・キュビスムから現代建築思想へ

登壇者プロフィール

　プラハと京都は、 多くの共通点をもつ都市です。

いずれも長い歴史をもつ都市であり、その歴史的中心部

には、さまざまな時代・様式の建築が重なり合い、独特の

調和を生み出しています。 長い歴史と豊かな文化を

背景に、両都市は数世紀にわたり、世界各地の建築家や

芸術家にインスピレーションを与えてきました。本講演

では、プラハの建築史を概観しながら、プラハと京都の

建築的・文化的なつながりについて考察します。

　チャプコヴァー准教授は、 自身の研究に基づき、

両都市の間に形成されてきた複雑な歴史的関係を独自の

視点から読み解きます。一方、建築家の平田教授と、

建築設計から建築生産までを横断的に実践・研究する

木内特任准教授は、プラハとその建築と、自身の設計

思想、建築実践との関連性について考察します。

　平田教授は、チェコ・キュビスムを現代においても

重要な参照点の一つとして捉えながら、自身の作品と

建築実践を紹介します。キュビスムに特徴的な結晶的

形態の現代的な意義と、自然のもつ幾何学や秩序を

取り込んだ生態学的な建築の設計思想について論じます。

　木内特任准教授は、京都を拠点とした自身の研究と

建築実践を紹介しながら、歴史的な建築や時を刻んで

きた素材のもつ固有性と価値を、 現代的な最先端の

技術により読み解き、新たな建築に融合していくことの

可能性について論じます。

立命館大学グローバル教養学部
チャプコヴァー・ヘレナ 准教授
プラハ生まれ。立命館大学グローバル教養学部准教授。チェコ共和国・カレル大学哲学部日本学
科・美術学院卒、ロンドン大学修士課程修了。ロンドン芸術大学 TrAIN 研究センターで博士号取
得。早稲田大学国際教養学部助教を経て現職。編著書に「日本におけるアントニン・レーモンド
-1948-1976- 知人たちの回想」など。

京都工芸繊維大学未来デザイン・工学機構
木内 俊克特任 准教授
東京生まれ。京都工芸繊維大学未来デザイン・工学機構特任准教授。bracket 共同代表。SUNAKI
コレクティフメンバー。2004 年 東京大学建築学専攻修士課程修了。第 17 回・19 回ヴェネチア・
ビエンナーレ日本館展示参加。Adaptive Design and Assembly System Utilizing Reclaimed 
Timbers で SD Review 2024 鹿島賞を受賞。

京都大学工学部建築学科

平田 晃久 教授
大阪生まれ。平田晃久建築設計事務所、京都大学教授、2025年イエール大学客員教授。主な作品に

「sarugaku」（2008）、「太田市美術館・図書館」（2017）、「八代市民俗伝統芸能伝承館」（2021）、
「ハラカド（ファサード、屋上デザイン）」、「小千谷市ひと・まち・文化共創拠点ホントカ。」（2024）等。第
19回JIA新人賞（2008）、村野藤吾賞（2018）、日本建築学会賞（2022）等多数受賞。著書に『建築は響
きのなかに現れる』(王国社)、『Discovering New』（TOTO出版）等。

京都モダン建築祭は、京都に現存する魅力的なモダン建築を一斉公開する
プロジェクトです。会期中、モダン建築に関するさまざまな催しが京都市内
各所で一斉に行われます。

©Kenya Chiba

詳細は、京都モダン建築祭ホームページ（https://kyoto.kenchikusai.jp/）をご確認ください。


